「イエス様だけ見て歩む １」　ヘブル１２：２　2007年フリーメソジスト修養会
１．「やあ、ボクはイエス様の弟子アンデレ。ボクはいつでもイエス様といっしょ。イエス様は毎日大勢の人たちに
神様のことをお話ししているんだ。今日もこれから出かけるんだよ。もちろん、ボクも一緒に行くのさ。」

２．こうしてイエス様は山に登り、今日も多くの人たちに神様の教え、天国の素晴らしさを、お話ししています。

３．「いや～、今日も大勢集まっているなあ。男の人だけ数えただけでも、5千人もいるよ！　それにしても、
イエス様のお話しは、いつも本当に素晴らしいよ。あ～、ボクはほんとにイエス様の弟子でよかったよぉ。」

　

　イエス様のお話しがあまりにも素晴らしいので、みんな時の経つのを忘れて聞き入っています。

４．でも、なんだか少しお腹がすいてきた人がいるみたい・・・
男「イエス様のお話しは素晴らしいんだけど、何にも食べてないからお腹がすいてきたなあ～」

女「そうねえ、あたしもお腹がすいちゃったわ～。」

　そう、集まった人たちのお腹が、ぐうぐうと鳴り出しました。でもここは山の上、お店も何もありません。

　それに、５千人以上の人たちの食事を用意するなんて、すぐに出来るはずがありません。

５．その時、一人の男の子が、アンデレさんのところへやってきました。

少年「おじさん、よかったらボクのお弁当をみんなに配ってよ。五つのパンと二匹の魚を持ってるんだ！」
６．アンデレ「おいおい、こんなでっかいパンが五つと、鯨が二匹いるんだったらわかるけど、キミの持ってる
　　　　　　お弁当で、どうやってこんなに大勢の人を食べさせるんだよぉ。」

７．確かにそうです。男の子の持っていたお弁当に入っていたのは、普通のパンと普通の魚だけでした・・・。

８．でもアンデレさんは、男の子をイエス様のもとへ連れて行きました。
アンデレ「イエス様、この男の子が五つのパンと二匹の魚を持っているですけど・・・」
イエス様「さあ、私のところへ持ってきなさい。」　こう言って、イエス様はそのお弁当を受け取られたのです。
９．こうしてイエス様の手に握られた五つのパンと二匹の魚は、あら不思議、いつの間にか増えて増えて、とうとうそこに集まった人たち全員がそれを食べることが出来たのです！
10．男「いやぁ～、もうお腹いっぱいだぁ！ おいしかったよぉ、最高だっ！」

　　女「あたしもお腹いっぱい！ また太っちゃうわ」

11．アンデレ「さすがイエス様！ ボクはイエス様だけを見ていればいいんだ、そのことがよく分かったよ。

　　　　　　大勢の人数を見たときには、とてもそんなことは出来ないと思ったよ。そして小さなお弁当を見た

時だって、絶対に無理だと思ったんだ。でも、人数やお弁当を見るんじゃなく、イエス様だけを見れば
良かったんだね！ そうだ、これからもイエス様だけを見て行こうっ！」

12．聖書に、こう書いてありますよ。

　「イエス様から、目を離さないようにしなさい。」へブル12：2　「Let us fix our eyes on Jesus」Hebrews12:2
私たちも、イエス様だけを見て歩もうね。イエス様は、キミのことを愛しているよ。　　　おしまい。
